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1．はじめに
　ここに，二つのスペイン語の逆引き辞書がある。一つは，F．A．Stahl　and
G．E．A．Scavnicky（1973）であり，もう一つは，d．Bosque　y　M。P6rez　Fer－
n6ndez（1987）1である。スペイン語の語彙は語末に関してきびしい制限が
あるが，この二つの辞書をみているとそれがよく分かる。ちなみに後者の辞
書に目次をつけてみると次のようになる。
　「a」：17－243，「b」
：256～326，「f」：327，
「j」：335，「k」：336，
～394，「o」：395～587，
～704，「t」：705～706，
～711，「z」：712～716
：244，「c」：245，「d」：247～255，「e」
「9ゴ：328，「h」：329，「i」：330～334，
「1」　：337～355，　「m」　：356，　「n」　：357
「P」：588，「r」：589～690，「s」：691
「u」：707～708，「x」：709，「y」：710
　これをみて分かるように，スペイン語の語彙はその大半が「a」「e」「o」
「r」で終わり，これに「d」　「i」　「1」　「n」　「s」　「z」で終わる語
を加えるとほとんど全てをカバーしてしまうことになる2。
　この小論では，1．Bosque　y　M．P6rez　Femandez（1987）をもとに，スペ
ィン語の語彙を語末の観点からみるとどの様な特徴があるのかを探ることに
する。ただし，語彙は主に名詞を扱うことにし，動詞や形容詞は扱わない。
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動詞はすべて「r」で終わり，形容詞の多くも「o」または「e」で終わり，
語末に関してはあまり間題がないからである。
　語末音は名詞のジェンダーとアクセント規則に影響を及ぼす。ジェンダー
に関しては「o」で終わる語は男性名詞，　「a」で終わる語は女性名詞とい
う関係がある。また，アクセント規則によると，母音及び「n」，「s」で
終わる語は後ろから二番目の音節にアクセントが，「n」，「s」以外の子
音で終わる語は最後の音節にアクセントがある，とされる。しかし語彙のレ
ベルで考える限り，この規則が必ずしも全ての場合に当てはまらないことが
分かる。
　以下，いくつかの特徴的な語末音に関して，アクセントとジェンダーに留
意しながら，順次述べていくことにする。
2、母音
2．1．「a」で終わる場合
　「a」で終わる語は膨大な数にのぼるが，その名詞のほとんどが女性形で，
後ろから二番目の音節にアクセントを持っている。
　語末の「a」にアクセントを持つ語はきわめて少なく，Bosque　y　Fer一
垣ndezによるとわずかに62語（単音節の語は除く）しかない3。
　「a」で終わる語は女性名詞，という常識に反して，これらの語のほとん
どが男性名詞である点は注目に値する。また，これらの語の多くが，南米の
インディオの言語，アラビア語，フランス語等の外来語である。bacarぎ（賭
カルタ：イタリア語），almar垣（綿つむぎ機：アラビア語），tina画（く
んせいの魚：フィリピン）といった具合いである。特にインディオの言語か
ら取った語彙が多く，従って，甫米産の動植物の名称が目につく。例えば，
perma垣（とうもろこし酒），ana蕗（パイナップル），guara語（木の一
種），agua垣（きつねの一種〉，ei垣（大ぎつね〉，guazubir6（しか）等
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がそうである。
　動詞の活用形も考慮に入れると〔6〕で終わるケースはずっと多くなる。
直説法未来皿人称単数形が〔ぎ〕で終わるからである。また，実際には語
末子音のd，t，j，c等はほとんど発音されないから，amistad（友情），
frac（えんび服）等は〔amistざ〕，〔frざ〕となり，語末の母音「a」にア
クセントが落ちることになる。これは他の語末母音の場合でも同じで，例え
ば，vemut〔ber面〕（ベルモット酒），pared〔par6）（壁）のように
なる。
2．2．「o」で終わる語の場合
　「o」で終わる名詞はほとんど全てが男性形である。アクセントに関して
も，「icO」で終わる形容詞のように後ろから三番目の音節にアクセントを
持つ語もあるが（ir6nico，mecdnico，etc．），後ろから二番目の音節にアク
セントを持つものが圧倒的に多い。
　語末の「o」にアクセントをもつ語は極めてまれで，登録されているのは
わずかに21語しかない（単音節の語は除く）4。それらの多くは外来語で
あったり（インディオの言語，フランス語），方言（中南米の一部の地域）
であったり，口語であったりして，スペイン語本来の言葉でないものがほと
んどである。ラテン語に起源を持つ語であっても，se6（se面r）やre6
（reloj）のような俗語である。
　ただ，動詞の活用も考慮すると，語末の「O」がアクセントをもつケース
はかなり多くなる。直説法完了過去皿人称単数形が〔6〕で終わるからで
ある。
2．3．「e」で終わる語の場合
　「e」で終わる語は，「a」や「o」で終わる語に比べるとジェンダーが
はっきりしてはいないが，全体の約89．2％が男性形で占められている（Bull，
1g65：109）。アクセントも，若干の例外を除けば後ろから二番目の音節に
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ある。ただ，「a」や「0」で終わる語と比べると語末の「e」にアクセン
トが落ちる場合がやや多い5。
女性形はほとんどなく，わずかにギリシア語起源の語（acm6，acn6），
ウルグアイの地域語（caicob6，aguacaf6），ジプシー語（chip6）にみら
れるだけである。外来語が多い点では，「a」や「o」で終わる語と共通し
ているが，特にフランス語からの借用語が目につく。croch6（編み針〉，
cam6（身分証明書），canap6（長いす），clich6＝clis6（ステロ版）等。
　動詞の活用も考慮すると，語末の「e」がアクセントをもつケースはず
っと多くなる。直説法未来の1人称単数形が〔6〕で終わるからである。
2．4．「i」で終わる語の場合
　Bosque　y　Femdndez（1987）によると，「i」で終わる語は494語で
ある。（ただし，接辞，アステリスクのついた語，及び熟語は除く）
　これらの語をみてすぐ気がつくのは，語末の「i」にアクセントが落ちる
ケースが非常に多いことである。単音節語の23語を除いた471語で考え
ると，その中の311語までもが語末にアクセントを持っている。これは，
全体の約6割を占める数値になる。また，動詞の活用形も考慮に入れると，
直説法完了過去の1人称単数形の語尾も〔f〕で終わるから，実際には語末
の「i」がアクセントを持つ確率はさらに高くなる。「a」，「o」，「e」
で終わる語が後ろから二番目の音節にアクセントを持つのに比べると大変な
違いである。
　「i」で終わる語の中には，頻度の高い機能語や副詞も含まれるが，大部
分を占める名詞に関しては頻度の低いものばかりである。そして，アラビァ
語，ギリシア語，イタリア語，フランス語といった外国語からの借用語が多
く，特に中南米のインディオの言語からとったものが非常に多い。従って，
中南米に特有の動植物や食べ物などの名称が目につく。
例えば，manatf（海牛），jachali（ばんれいし），cocui（りゅうぜつらん），
cavf（カビいも），alcaci（野生のあざみ），agami（野雁），titf（きぬざる），
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capi（白とうもろこし），capulf（桜桃），charqui（干し肉〉，cocavi（旅の
食料），bingui（りゅうぜつらんの発酵酒），boqui（ボキつた），baguarf
（こうのとり），abatf（卸とうもろこし），acutf（てんじくねずみ）等，枚
挙に暇がない。
　また，頻度が低いせいでスペイン語の語彙としての地位が確立されておら
ず，ある辞書には載っているが別の辞書には載っていないということがよく
ある。さらに，語形やアクセントの位置が揺れているものも少なくない。例
をあげてみよう。
　guadamecf＝guadamacf＝guadamacil＝guadamecil（モロッコ革），surubf
＝suruvf（南米産の川魚の一種），setunf＝aceitunf（唐草模様），rehalf＝
rahalf（モロッコの農民），rosoli＝・rosolf＝roso1（Cuenca地方独特の飲物），
polevf＝ponlevf（ハイヒールの型），neroli＝nerolf（オレンジの花を蒸留
して得られる液），mundinovi＝mundonuevo（のぞきめがね），metamorfosi
＝metamorfosis（変態）等。
　名詞の性に関してはほとんど全てが男性形である。女性形は極めて稀で，
おもにギリシア語からの借用語である（paralaxi：視差，perifrasi：迂言法，
metamorfosi：変態，等）6。
2．5．「u」で終わる語の場合
　「u」で終わる語はBosque　y　Fem琶ndez（1987）によると135語であ
る。アクセントの位置をみてみると，音節末の「U」にアクセントが落ちる
ものが圧倒的多数を占めている。単音節語の18を除いて考えると，117
語の中で語末の「u」にアクセントを持つ語が92もあり，これは全体の約
8割に相当する数字である。
　先の「i」で終わる語の大半がやはり音節末にアクセントを持つことと考
え合わせると，母音で終わる語は後ろから二番目の音節にアクセントがある，
という規則は5つの母音すべてをその射程に入れているわけではないことが
分かる。「i」や「u」で終わる語は語の数自体も少なく，しかも頻度の低
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い語が多いので，それらは例外として処理されることの方が妥当であり，そ
の意味でこのアクセント規則は立派に機能しているといえる。
　「i」で終わる語同様に，名詞の大部分は外来語，それも中南米のインデ
ィオの言葉からとったものが圧倒的に多い。nu（大かもしか），pata垣（水
の木），cauchau（ルーマの実），11aullau（食用きのこの一種），urut頒（た
ちよたか），等，たくさんある。
　ジェンダーに関していえば，ほとんど全てが男性で，女性なのはtribu
（種族）ぐらいしかない。これも「i」で終わる語と共通した特徴である。
2、6．語末母音にアクセントのある語
　こうしてみてくると，「i」で終わる語と「u」で終わる語との間には多
くの共通点が認められる。まず，アクセントは語末の母音にあるのが普通で
あること。そして，名詞の性はほとんどが男性であること。中南米のインデ
ィオの言語を始め外国語からの借用語が多いこと，などである。
　また語彙そのものの数が少なく，名詞がほとんどで，それも頻度の低い語
ばかりであるのも共通している。従って，語彙としての地位がまだ不安定で，
辞書によっては登録されていなかったり，語形自体が揺れていたり，アクセ
ントの位置が定まっていなかったりする。
　「a」　「o」　「e」で終わる語であっても，語末の母音にアクセントがあ
れば，上に述べた「i」「u」で終わる語と同様の特徴を持っている。つま
り，性は男性で，外来語が多く，頻度の低い語が圧倒的である。こうした観
点から，「i」「u」で終わる語を特別扱いするのではなく，語末母音にア
クセントのある語の特徴としてもっと広い視点から捉え直すことができる。
この意味ではスペイン語で語末の母音にアクセントがあるというのはやはり
特殊なケースであり，「母音で終わる語は後ろから二番目にアクセント」と
いう規則が生きている由縁である。
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3．子音で終わる語
　スペイン語には語末の子音にもきびしい制約がある。通常用いられている
単語では「d」　「1」　「n」　「r」「s」　「y」　「z」くらいしかみられな
い。そのほか「c」「j」　「m」「tJ　「x」で終わる語もあるが，極めて
少数で特殊な語彙がほとんどである。
　このなかで「n」と「s」は他の子音とは異なる特徴を持っている。アク
セント規則によると，子音で終わる語は最後の音節にアクセントがあるが，
「n」と「s」で終わる語は母音と同様後ろから二番目の音節にアクセント
をもつことになっている。
　以下，この「n」と「s」に焦点を当ててみていくことにする。
3．1．「n」で終わる語の場合
　「n」で終わる語はBosque　y　Femゴndez（1987）によると5089語ある
（アステリスクのついた語，接辞，及び熟語は除く）。「n」で終わる語は
後ろから二番目の音節にアクセントがあるという規則にもかかわらず，実際
に後ろから二番目の音節にアクセントがある語は，わずか99語しかない。こ
れは全体の約2％にしかならない数値である。残りの98％は実は音節末にア
クセントを持っている。
　「n」で終わる語がこれだけ音節末にアクセントを持ちながら，「後ろか
ら二番目の音節にアクセントがある」というアクセント規則が有効なのは，
一つには頻度が高い語が少ないことがあげられる。sin，en，con，quien，
seg巨n，qui6n，alguienといった前置詞や疑問詞等の機能語や，bien，joven，
及び「ci6n，si6n」で終わるいくつかのよく使われる語を除いては，頻度
が低い語が圧倒的多数を占めているからである。
　しかし根本的な理由は語尾の「n」のもつ重要な文法機能にある。つまり
語尾の「n」は動詞の活用形において，主語が皿人称複数であることを示す
という機能を担っている。　「n」で終わる語は頻度が低い語が多いと先に述
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べたが，実際の言語活動においては動詞の語尾として非常に多く現れる。後
ろから二番目にアクセント，という規則は，語のレベルでの規則ではなく，
文法レベルを考慮に入れた規則だということができる。
　性に関していえば，「ci6n，sidn」で終わる語は100％女性形だが，それ
以外の語では96．3％が男性である。（Bull，1965：109）
　「n」で終わる語には外来語や中南米で用いられている地域語も多いが，
派生語が目立つのも特徴である。最も多いのは「cidn，sidn」で終わる派
生語で，これは2000語以上もある。そのほか，　「fn」や「6n」で終わる
派生語もある7。
3．2．「s」で終わる語の場合
　「S」で終わる語は圧倒的に男性形が多いが，例外的に「sis」で終わる
語と「itis」で終わる語は女性形で，ほとんどすべてギリシア語からの派生
語である。この二つの語尾を持つ語彙を除くと，「s」で終わる語の92．7％
が男性形で占められている。（Bull，1965：109）
　語尾の「s」は名詞と形容詞に関しては複数を示す機能，動詞の活用に関
しては主語がH人称単数であることを示す機能を持っている。「s」で終わ
る語は後ろから二番目にアクセントを持つというアクセント規則は，語のレ
ベルからだけではなく，こうした文法レベルも含めた規則だということがで
きる。
　名詞の複数を示す「s」の機能は一つの単語としてみとめられる語におい
ても非常に多く現れる。
　まず，複数としてしか使われない語がけっこうある。例えばesposasは手
錠という意味だが，esposaという単数形はなく，複数形でしか用いられな
い。そのほか，arugas（カミツレ），garbias（シチューの一種），nupcias
（婚礼），parias（胎盤），exequias（葬儀），bruseles（ピンセット），
cucamonas（おだて），arras（手付け金），creces（かさばり），andaderas
（歩行器〉等，枚挙に暇がない。
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　もう一つ特徴的なのは，複合語における語尾の「s」である。例えば
sacacorchas（せん抜き）は，sacar（抜く）＋corchas（コルク）からで
きており，語尾の「s」はcorchasが複数であることを示している。従って
sacacorchas自体は単数であっても語尾が「s」で終わることになる。（ち
なみにsacacorchasの複数も単数と同形となる。）8
　この種の複合語はすべて動詞＋名詞でできており，名詞は動詞の目的語と
なっている9。ジェンダーに関していえば，これらの複合語は基本的にはす
べて男性形である。ただ，人間で女性の可能性のあるものについては男女同
形となっている。また口語的な表現が多く，辞書によってはまだ確立した語
とは認められず載っていない場合もある。
　そのほか「s」で終わる語で特徴なのはジ派生語が多いことである。特に
地名から派生したものが目につく。japon6s（日本人，日本語，日本の）＜
Japdn（日本），frans6s＜Fransia（フランス），ingl6s＜Inglaterra（イギリ
ス），vien6s＜Viena（ヴェニス），leon6s＜Le6n（レオン〉，ginebr6s＜
Ginebra（ジュネーブ），等。この種の地名に関する派生語はすべて音節末
にアクセントを持っている。
4．結論
　スペイン語のアクセント規則では「母音及びn，sで終わる語は後ろから
二番目の音節に，n，s以外の子音で終わる語は最後の音節にアクセントが
ある」ことになっている。しかし実際に調べてみると，単語のレベルでは必
ずしもその規則通りではないことが分かる。母音に関していえば，「i」と
「U」で終わる語はその大半が語末にアクセントを持つし，子音に関してい
えば，「n」で終わる語がやはり語末にアクセントを持ち，例外はきわめて
稀である。このように，「i」「u」「n」で終わる語がアクセント規則に
逆らいながらも，なおこの規則が有効なのはなぜだろうか。
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　まず，子音の「n」「s」が例外扱いされているわけはすぐ分かる。「n」
は動詞の活用において皿人称複数の活用語尾であるし，　「s」はH人称単数
の活用語尾であると同時に名詞・形容詞の複数を示すという重要な文法機能
を担っているからである。「n」で終わる語はその98％が語尾にアクセン
トを持つのであるが，それらをすべて例外扱いしてもなお，文法機能を示す
「n」の重要性の方がはるかに上回るからである。
　母音の「i」　「u」で終わる語に関しては，これらの語尾を持つ語の数自
体が少なく，かつ頻度の低い語が圧倒的多数を占めているため，例外扱いし
やすいことがまずあげられる。また，外来語や借用語が多いことからも伺え
るように，語末母音にアクセントを持つ語は本来のスペイン語とは認め難い
という事実とも関係している。
　このことはジェンダーとの関係でも指摘できる。つまり，「i」　「u」で
終わる語はほとんどすべて男性名詞であるが，これは他の母音においても共
通していて，例えば，女性名詞の特徴とされる「a」で終わる語に関しても，
そこにアクセントがあれば男性名詞になるという事実がある。そこでは，語
末母音にアクセントー外来語一男性名詞という関係が成立しているわけであ
り，「i」と「u」で終わる語においてはそれが顕著な形で現れているとい
うことができる。特に，外来語と男性名詞とのつながりは強く，女性形を選
択する積極的な理由がなければ男性形として扱われる10。語末母音のアクセ
ントは，その語が本来のスペイン語ではないことを示す一つの指標であると
いえるだろう。
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1 ) ~a)~~~:}~ Diccionario de la lengua esp~anola, Real Academia Esp~anola, 
Madrid, 1984., ~5 ~ C~, J Corommas y J A Pascual Drcclonano cntrco 
etimologrco castellano e hispanico, Madrid, 1980 ~>~)~~of._-102, 012~~i~> ~ 7~~~ ~ *~ 
~V'~). f='~~* ~~Ca);;~~'~-"""~~:~~L~ly'~, ~~~}Cl~~i~.~V't~~V+~~eCe~7~~ ~ T) ;~ ~r ~~ 
OV*~V*;~. 
> > ~l~~i*~C~,dZ･~:t~i~V'a)~, 7;~~ l) ;~ ~ a)OV'f,_-~~~~"='**i~,~T~)~~;~>~)~~' < ~ ~ ~ 
~ ,C~~. 
2) ~o~~ -~~~l~~l ~(7)Y~~1~.I~~i;C} )~~t~V+t~i~V'~>~ ~~~} ~~~~L~)~'~-'-~O)~'-'--:~   *" "" 
i~;~~~ I~~/jJ'~ft~~ O CV>;~. ~g;~e~, ~~'~I~~?~~~T~~l~~ I )~~･~~L~~~.･'p)~~)~t~7 ~ ~~ :l 
h~;~O ri J ~'~,~~~b;~C)~ ~~~~,V)*~~l~~ll~l~~~~i~a) r i J i~~O ~~~*~~~ 
~ eCt~~;~. 
3 ) guanaba(m), cucuba(m), ac~(adv), Canad~(m),sole~(f),agd(m), baraha(f), baj~(m), 
chaj~(m),ajaji(interj), tajd(m), albald(m'f), farfal~(m), guala(interj), guam~(m), 
maracan~(m), alcand(f), chan~(m), man~(m), perman~(m), anan~(m), guaran~(f), 
capd(m), tinapd(m), papd(m), chirip~(m), cambar~(m), bacar~(m), caracar~(m), 
pucar~(m), cuajar~(m), tarar~(m), yarard(D, guar~(m), aguar~(m), camer~(f), 
piterd(O, guabir~(m), guazubir~(m), eir~(m), araguir~(m), bacarr~(m), almarr~(m), 
sur~(m), as~(adv), garabat~ (f), tacat~ (m), mamboret~ (f), dit~ (m), capit~ (m), 
payagu~ (m), caigu~(m'f). Jehov~(m), mbay~(adj), cay~(m), maracay~(m), susoay~(m), 
caray~ (m), cuyd(m), burucuy~(f), murucuy~(f), tayuy~(f), quiz~(adv) 
4 ) quimbomb6=quingomb6, chac6, se6, chevi6, aj6, calo, rel6, carld, trem6, 
chim6, domin6, cap6, ~ , porord, pes6, plat6, cot6, chavo noyo penascar6 , gar6 
supery6 , punz6 
5 ) ~;."~~?'**'~'~~~~lj~~t~~ ~~~~1~~'~A~~a) ~ q)~, ~:~~~^~!*Q~)*~~:~~,V>~~;C~) ~,~ATq) J: 1) e 
?~~~;~. 
bebe(m), calembe(m), bombe(m), cumbe(m), caicobe(f), cusube(m), abec~(m), 
chimpanc6(m), diosted~ (m), bed~ (m), cafe (m), aguacafe (D, bufe (m), gach~ (m), 
clich~(m)=clis6(m), quich~(m), croch~(m), hincapi6(m), buscapie(m), rodapie(m), 
volapie (m), tirapie(m), puntapi~ (m), aguapi~ (m), a~zapie (m), sobrepi6 (m), oripie (m), 
pitipi~(m), tentempi6(m), balompie(m), sopie(m), paspie(m), traspie(m), cal~(m), 
chical~(m), chincal~(m), chal~(m), roiicl~(m), zalamel~(m), rel~(m), jirofle(m), 
alquil~(m), cabri01~(m),sansir016(m'D, cupie(m), chul6(m), rul~(m), acm~(f), consom~ 
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　（m），can6（m），acn6（f），jin6（m），perin6（m），peron6（m），cam6（m），pam6（m），calap6
　（m），canap6（m），rap6（m），aguap6（m），saguaip6（m），chip6（f），marcharip6（m），parip6
（m），coP6（m），taroP6（m），cup6（m），irup6（m），tup6（m），yacar6（m〉，pagar6（m），abonar6
（m），moar6＝muar6（m），tatar6（m），alamirr6（m），yur6（m），fricas6（m），91as6（m），cors6
　（m〉，cubrecors6（m），requet6（m），comit6（m），ecart6（m），bist6　（m），obu6（m），cascu6
　（m），sifu6（m），cristofu6（m），magu6（m），孟angu6（m），cacahu6（m），ahuehu6（m），coihu6
　（m），pitihu6（m），minu6（m），chaqu6（m），plaqu6（m），parqu6（m），buqu6（m），tru6（m），
　pay6（m）
6）そのほか意味から女性形になったものもある。gachf（女），huri（回教で天国
の美姫），lady（レディー），perf（ペルシア神話の妖精，chaf（女児，売女），
ほかに女性形の語は次の7つしかない。palmacristi（とうごま），pani（隠語で水），
　tarralf（はい登る植物），almejf（モーロ人のローブ），cativi（ヘルペス），
　espicabardf（甘松），fruf（ぶなの実）
7）例えば，縮少辞としての「fn」がある。balfn＜ba豊a（弾丸），bolfn＜bolo
　（棒），collarfn＜collar（首飾り），camarfn＜cぎmara（大広間），banderin
＜bandera（旗），cafetfn＜caf6（喫茶店），maletfn＜maleta（トランク），
等。そのほか，動詞から派生した名詞，形容詞の類：bailarfn（踊り子）＜bailar
　（踊る），saltarfn（飛んだり跳ねたりする，踊り子）＜saltar（飛ぶ），andarfn
　（足達者な，飛脚）＜andar（歩く），hablanchfn＝hablantfn（場違いなことを
言う）＜hablar（話す）等がある。
　また，「6n」で終わる派生語の一つにaumentativo（増大辞〉がある。例えば
trab6n＜traba，escobσn＜escoba，tumbdn＜tumba，mantec6n＜manteca，troncdn
＜tronco，espalddn＜espalda，raig6n〈rafz等，非常に数が多い。「6n」がつ
くと基本の語が女性形であってもすべて男性形に変わってしまう。
　他にも動詞から派生した形容詞や名詞があるのも特徴的である。例えば，pi面n
　＝pedig6n（ねだりやな，欲しがりやの人）〈pedir（求める），mand6n（横柄
な，横柄な人）〈mandar（命じる），holg6n（怠け者の，怠け者）＜ho㎏ar（怠
ける），rasg6n（破れ目）＜rasgar（裂く），apagdn（消えやすい，突然の消灯）
＜apagar（消す），arriesg6n（危険を冒すこと）＜arriesgar（危険を冒す）等，
これもたくさんある。
8）同じ様な例は非常に多い。rompenueces（クルミ割り）＜romper（壊す）＋nuez－es
　（クルミ），corta1琶pices（鉛筆削り器）＜cortar（削る）＋1ゴpiz－es（鉛筆），pisa－
　papeles（文鎮）＜pisar（踏む）＋papel－es（紙），espantapゴjaros（かかし）＜espantar
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　（驚かす）＋pざjaro－s（鳥），cumple誼os（誕生日）＜cumplir（満たす）＋諭o・s
　（年），trabalenguas（早口ことば）＜trabar（もつらせる）＋lengua－s（舌）等。
　　また，人間に関する複合語もある。cascarrabias（おこりっぼい人）＜cascar（割
　る）＋rabia・s（怒り），sacamuelas（歯医者）＜sacar（抜く）＋muela－s（臼歯），
　tumbaollas（大食家）＜tumbar（倒す）＋011a－s（鍋），rompegalas（ボロ服の人）＜
　romper（破く）＋gala－s（晴れ着），trotacalles（のらくらの怠け者）＜trotar（小
　走りに歩く）＋caHe・s（通り），cortabolsas（すり）＜cortar（切る）＋bolsa－s
　（バッグ），aguafiestas（人の楽しみに水をさす人）＜aguar（水をやる）＋fiesta－s
　（祭り）等。
　　ここまでの例では，元の単語から構成された複合語の意味を類推するのは比較的
　たやすいが，比喩的に用いられて類推が困難なものもある。例えば，papanatas
　（うすのろ）＜papar（すする・飲む）＋nata－s（クリーム），pintamonas（へぼ絵
　書き）＜pintar（描く）＋mona－s（猿），catacaldos（何にでも首を突っ込む人）＜
　catar（味見する）＋caldo－s（肉汁），ablandabrevas（ablandahigos）（でくのぼう）
　＜ablandar（やわらげる）＋breva（higos）一s（いちじく）等がそうである。
9）稀に「動詞＋名詞」という構造を持たない複合語もある。cenaaoscuras（人づき
　合いの悪い人）＜cenar（夕食をとる）＋a　oscuras（暗がりで）。
10）教養語としての性格が強いためギリシア語からの借用語は例外である。
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